









































































ミッテラン大統領は、1984 年 6 月にフランスが議長国として開催したフォンテーヌブロ
・ーサミットで域内国境での検問手続きの段階的撤廃を提案したが、イギリスの強い反対に




ブルクが EC の議長国となり、実現に向けてイニシアティブをとったことで、1985 年 6 月
にフランス、西ドイツ、ベルギー、オランダ、ルクセンブルクの 5 ヶ国の間で、域内国境














経て 1990 年の「シェンゲン施行協定」において定められ、1995 年 3 月に実施されること
になった。




その後、EU は 1997 年のアムステルダム条約（発効は 1999 年）で初めて域外国境管理
（滞在資格をもたない者への対応や犯罪の防止、有効な取り締まりなど）や移民・難民に関する政
策等で協調することを定め、「自由・安全・司法の領域」（area of freedom, security and justice）の






















「循環移民」は、2005 年に「国際的移住問題に関する世界委員会」（Global Commission on
International Migration : GCIM）が人の移動を流動性のある、循環的なものにすることを積極的
に追求しようという提案をしたことで注目されるようになり（GCIM 2005）、各所で流行語
のように使われるようになった。EU も同じ年に欧州委員会が「循環移民」を奨励する政

























いる用語であるものの（GCIM 2005, Dayton-Johnson et al. 2007, Vertovec 2007 等）、実は明確な定
義を欠いた状態で使われてきたことが指摘されている（Triandafyllidou 2013、Ganta 2012, Ged-
des 2015）。
まず問題となるのが、循環移民が規制を前提として成り立つものなのかどうかである。
GCIM や国際移住機関（IOM）、そして EU では、規制を前提とした政策を推し進めようと
している（GCIM 2005、IOM 2005、European Commission 2005a）。欧州委員会は 2005 年に「移














の可能性こそが、「事実上の循環移民」（de facto circular migration）を生じさせると考えられてい












































事例を通してみていくことにしよう。ここでは、2007 年 1 月 1 日にルーマニアが EU への
加盟を果たしたことで、EU と国境を接することになったモルドヴァをとりあげることに
したい。






モルドヴァはそうして 2007 年 10 月に EU と非正規滞在者の「再入国協定」を、そして
EU はモルドヴァとビザ簡素化協定を締結した（共に 2008 年 1 月 1 日より施行）。
モルドヴァは 2008 年 6 月 5 日にはルクセンブルクで「モビリティ・パートナーシップ」
を欧州近隣政策７）の一環として結び、欧州共同体（European Community）に加えて 15 ヶ国か
ら具体的な支援（技術協力、研修機会の提供、情報交換、セミナーの開催、帰国者のサポート





2014 年 4 月 28 日からは IC（バイオメトリック）パスポート所持者は短期滞在（180 日の
間に 90 日以下の滞在）であればシェンゲン圏にビザなしで渡航することができるようにな













2690 US ドルに過ぎない（World Bank 2017a）。このような経済的状況を脱するために、（より
よい）就業の機会を求めて他国に移民する者は多く、人口の 2 割以上が国外で就労してい
るとされている（Ganta 2012, Marchetti & Venturini 2013）。2013 年の出移民数は、世銀の統計
によれば 85 万 9400 人、人口に占める割合は 24.2％に上るという（World Bank 2016b）。外
国からの送金がモルドヴァの GDP に占める割合は 2 割程度と推計されており、近年低下
傾向にはあるものの、依然として非常に高い割合を占めていることが分かる（表 1 参照）。
では、モルドヴァ人は、どこにはたらきに行っているのだろうか。統計によれば、最も






























2014                                         26.2
2015                                         26
2016                                         21.7
2017                                         20
表1　モルドヴァのGDPに占める外国からの送金の割合
出典：World Bank 2016a, World Bank 2016b, World Bank
















るが、その数は 2003 年から 2016 年の間に約 20 倍も増えている（6974 人だったのが、14
万 2266 人に）。そして、その大半が女性であるというのも特徴として確かめられている（中
力 2017）。
ルーマニア人はといえば、2007 年まではヨーロッパ出身者のなかで 2 番目に、EU 加盟
を果たしてからは 1 番多くなっている。人数をみてみると、2007 年 1 月には 34 万 2200
人、翌年には 62 万 5278 人と 1 年で 1.8 倍も増えていることがわかる。2016 年 1 月には、







ある 13）。そうしたなか、ルーマニアのソロス財団によれば、1991 年から 2012 年までの間
に 44 万 9783 件のルーマニア国籍を取得するための申請が行われ、そのうち認められたの
が当時既に 32 万 3049 件に上り、残りの 12 万 5000 件余りは回答待ちの状態となっていた
（Panainte 2013: 18）。未成年の子供は大人と一緒に申請することになっているため正確な人数
はわからないが、1991 年以降、合わせて 40 万人程度がルーマニア国籍を取得したと推計
されている。15 万人程度の申請済みの人々がさらに国籍を取得する（Panainte 2013: 18）と








ルーマニアの 2015 年の一人当たり GNI は 9510 US ドル（世銀）で、「貧困または社会的排
除の危機にさらされている人」（当該国の等価可処分所得の中央値の 60%以下の収入しかない個




試算で、2010 年には全体で 14 万人程度と示されている。そのうち、イタリアにいる者が










は、2009 年に 15％だったのが 2012 年には 29％へと増加し、帰国する意思があるとする
者の割合も、2009 年に 72％だったのが、54％へと落ち込んでいるという（Zwager & Sintov
2014: 58）。独立国家共同体（CIS）での長期滞在者についても同じような傾向はみられるも
のの、2009 年と 2012 年をくらべると、帰国する意思がない者は 17％から 20％への上昇、
また帰国する意思があるとする者は 69％から 65％への減少にとどまっており、EU 諸国へ
移民した人々の方が、定住志向が強いことがわかる（Zwager & Sintov 2014: 58）。
また、帰るつもりはないとした人々のうち、18 歳から 29 歳の若者が 31％、45 歳から
65 歳の年齢層で 17％であり、生産年齢人口にあたる者、特に若者の帰国の意思が低いこ
とがわかる。モルドヴァからの移民は、2013 年の統計で 18 歳から 29 歳が 29.5％、30 歳
から 44 歳が 38.7％、45 歳から 64 歳が 27.5％と、18 歳から 44 歳が全体の 69％を占めて
いるのも特徴的である（Zwager & Sintov 2014: 39）。
EU 諸国等ではたらく者のモルドヴァでの不動産所有率も、2009 年の 70％から 2012 年
には 60％へと減少しているという（Zwager & Sintov 2014: 60）。将来、モルドヴァで不動産を
所有したいという人も、2009 年の 49％から 2012 年には 34%へと減少しており、逆に受け
入れ国で所有したいという人は 11％から 16％へ
































Source: Household Survey 2013
出典：Zwager & Sintov 2014 : 57をもとに筆者作成
国勢調査の結果をみても、モルドヴァの人口が減少傾向にあることが明らかとなってい
る。その人口は 1989 年には 365 万 7665 人にのぼっていたのが、2004 年には 338 万 3332



































































につれ、加盟国政治の方向性や形態を漸次再構築する過程」（正躰 2013 : 173, Ladrech 1994, 若林
2004）を指す。
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３）1984 年に欧州委員会が出した『域内市場白書』で方向性が示された後、1986 年に締結、1987 年に














10）各研修の受講生は平均して 240 名ほどで、2013 年には 300 名にその機会が提供されると報告されて
いる（European Union-Republic of Moldova Mobility Partnership, 2013: 9）。
11）モルドヴァは、EU と東方パートナーシップを結んでいる 6 ヶ国のなかで、一番多く財政支援を受け
ている。
12）モルドヴァに戻ったと装うために、鉄道会社の従業員や国境警備隊にパスポートを預け、スタンプ





が展開された結果、1989 年 8 月 31 日の言語法でモルドヴァ語の表記はラテン文字に戻され、1991




14）1991 年 3 月にルーマニアが新しい国籍法を採択し、両大戦間期にルーマニア国民であったものの、
その後国籍を喪失した者に対して国籍回復を認める条項を設けた。これを受け、モルドヴァ国籍を
放棄してルーマニア国籍を取得する者が急増した。そのため、2002 年に憲法第 18 条が改正されて




を与えた人数は、2010 年に 8 万 4000 人、2011 年には 9 万 4 千人、2012 年には 7 万 8 千人に上る
という（Zwager & Sintov 2014: 33）。
15）モルドヴァの統計には問題があると世銀などから指摘されているが、ここではより正確だとされる
国勢調査の結果を参照した。
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